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再 評 価 項 目 調 書

　本路線は、国道２号印内交差点からＪＲ新下関駅を経由し、県道下関港安岡線（旧国道１９１
号）に至る幹線道路である。
　現在、長府地区と新下関駅周辺を結ぶ道路は県道安岡港長府線のみと不足しているため、当区間
周辺の道路は朝夕を中心に激しい交通渋滞が発生している。また、これらの渋滞を回避する交通
が、勝山小学校・中学校周辺の市道に流入しており、歩道が狭小であるため、児童・生徒の安全な
通学に支障を来している。
　このため、当区間を新たに整備することにより、都市内交通の円滑化や安全で快適な歩行空間の
確保を図る。

○延　　　長：L=1.2km（バイパス整備・４車線）
○幅　　　員：全幅25.0ｍ（車道3.25ｍ×4＝13ｍ、自転車歩行者道3.50ｍ×2＝7ｍ、中央
　　　　　　　帯4.0ｍ）
○道 路 区 分：第4種第1級
○計画交通量：16,400台／日

〇下関市の東西軸を形成し、ＪＲ新下関駅へのアクセス性が向上するなど、都市内交通の円滑化を
図ることができる。
〇市内東西方向の交通が分散されることで、県道安岡港長府線の渋滞緩和を図ることができる。
〇自転車歩行者道の整備により、自転車歩行者の安全を確保することができる。
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　下関市は、山口県の西部に位置し、面積約716km2、人口約25万5千人の
都市である。
　当地区は、周辺にＪＲ新下関駅や中国自動車道下関ＩＣを有しており、近
年宅地開発の推進により市街化が急速に進んでいるため、今後交通量の増加
が予想されることから、当事業の必要性は依然として高い。
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　本路線は、下関市都市計画マスタープランにおいて、地域の東西軸を形成
する主要幹線道路として位置付けられており、交通処理機能強化を図り、整
備を推進することとされている。
　当区間の整備についても、毎年下関市から早期整備の要望を受けており、
積極的な協力が見込まれる。
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【費用対効果分析手法】

【事業費の変化】　 有 無

【事業期間の変化】 有 無

● 継続 ○ 見直し継続 ○ 中止

 

　用地補償の遅延及び市道付替に係る道路計画や地元調整に時間を要することから、事業期間を令
和１０年度まで延伸する。

前回評価：「費用便益分析マニュアル（H20．1）」　基準年：H26
　　　　　　平成17年度道路交通センサスベース　　　平成４２年推計交通量
今回評価：「費用便益分析マニュアル（R4．2）」　  基準年：R5
　　　　　　平成２7年度道路交通センサスベース　　　令和２２年推計交通量

　事業の必要性、整備効果を勘案し、事業を継続する必要がある。

○低騒音・低振動型の建設機械を使用する。
○排水性舗装により、交通騒音の低減を図る。
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　発生土の流用等による有効活用を検討し、コスト縮減を図る。

　機能面や沿道利用の観点から、バイパス整備をする形で都市計画決定され
ており、代替案の検討の余地はない。

　事業費の増は、市道の付替えに伴う工事費の増加や動産調査等における建物調査費や市道付替え
における設計費の増加による。

コ ス ト 縮 減

備 考

　終点側の用地補償については概ね完了しており、工事については、令和５年度から
着手予定である。
　計画的な事業進捗が見込まれることから、引き続き、当該区間の整備を進める。
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（単位：百万円）

区分 主な項目 前　回 備　考

(基準年：H26)

全体事業 全体事業 残事業

①走行時間短縮便益 3468 4500 4500

②走行経費減少便益 460 549 549

③交通事故減少便益 -118 76 76

④その他の便益 0 0 0

　総便益 3810 5125 5125

①事業費 2122 3308 1194

②維持管理費 27 319 319

③更新費 0 0

④その他 0 0

　総費用 2149 3627 1513

費用便益比（B／Ｃ） 1.8 1.4 3.4

※　便益(B)・費用(C)は、算出した各年次の値を割引率を用いて現在価値に換算した合計額
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(基準年：R5)
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＜位置図＞

＜標準断面図＞

＜写真＞

都市計画道路長府綾羅木線　街路整備事業

周辺県道の渋滞状況 周辺市道の状況

※この地図は、国土地理院地図（電子国土Web）の一部を掲載したものである。


